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危機の歴史的意味：方法論的探究 (The historical meaning of psychology : methodological investigation)」や
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つまり、心理学が自然科学を模範として単一の方法論を採用するか、二元的或いは多元的な方法論を設定
するかの問題と、それに対応付けられた統語論的 (syntactic) vs意味論的 (semantics)という軸である。これ








































































































[1] Danziger, K.（1997）　NAMING THE MIND: How Psychology found its Language ,London. Sage Publication







４） 原著では “clinical psychologist” だが、ここでは日本における資格名の臨床心理士ではない。
